
 

 

2015-2016 年度 

プログラム委員会 

小欲知足 
 
 
 
～今年度の委員会の方針～ 
 
今日、国は、国民的課題である人口減少と地域経済の縮小を克服して、将来人口一億人維

持を目指そうと国を挙げて取り組んでいます。 
 
そのような世の中の流れに乗り、戦略コンセプトである“まち・ひと・しごと創生”を卓

話・炉辺会議のテーマとさせて頂きます。宜しくお願いします。 
 
国は、“まち・ひと・しごと創生本部”を立ち上げ、別紙のように総合戦略をまとめ、“人

口減少・地域経済の縮小の克服”に取り組み、この戦略を国民に大いに利用・実践しても

らい、何としてでも成果を挙げてゆきたいと考えています。 
 

会員諸兄が職場や社会活動あるいは、家庭やテレビで見たり聞いたりしたこと、また体験

したり自ら取り組んだことを卓話・炉辺会議・例会で大いにお話下さい。 
 
尚、“まち・ひと・しごと創生”の説明資料は、早々にお渡し出来るように用意いたしま

すので、事務局へお越し下さい。 
 
 
 

平成 27 年 7 月 7 日 
 

プログラム委員長 
北野 勝彦 拝 
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公共交通の都市効果 

レール＆ミニバス街なか運行システムが成功すれば 

新時代の駅・バスステーションに人が集まる!? 

 

 

 政府が推進するコンパクトシティは都市郊外化・スプロール化を抑制し、市域内随所にコアを再生し、

歩いて暮らせる範囲を生活圏にリセットし、建幸を目指した安心安全な街づくりを推進するものです。

このコンパクトシティのことをスマートウェルネスシティ※と呼んでおります。この歩いて暮らせる街

づくりには、公共交通の充実が極めて大切な要素になってきます。 

 そこで、まずは既存の公共交通(鉄道・地域三バス)の運行方式などを新時代にふさわしい駅・バスス

テーションにして、レール＆ミニバス運行システムを導入し、利用しやすいものに革新していくことで、

公共交通の生まれ変わりを図り、地域の活性化につなげます。 

 この実現により、市内各駅に人の往来がはげしくなり、駅周辺での経済活動が活性化し、店や企業が

集り、雇用が生まれます。企業活動が活性化すれば駅周辺の空地や店舗・ビルの地代・家賃が上昇しま

す。公共交通が、市内の集約されたコアをつなぎ市域全体が便利になりますと、さらに人口の流入と企

業進出が促進され、住宅などの各種建物の開発につながります。そんな状況下において、一方では世帯

分離が活発化して、生産年齢人口の増加、生産年齢家族の定着につながり、市内経済の好循環・複合的

効果によりあらゆる税収が増えることが期待できます。 

 将来的には、既存の交通インフラの活性化によって、地域の活性化が実現できれば、新交通システム

への転換も展望がひらけます。 

※インターネットで検索してください。 

平成 27 年 5 月吉日 

NPO 法人 
紀泉地域２１総合整備協議会 

会 長  北 野 勝 彦 

会の概要および活動内容は『紀泉２１』で検索！！ 
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「建築家の健幸へのすすめ」 

 

それは歩くこと。歩いて暮らせる街を、高齢者も幼児も安心、安全、ハッピーに歩ける街を創ることで

ある。 

時代はスマートウェルネスシティの街づくり時代に入った。かつて右肩上がりの経済拡張期、市域全体

に家や工場が建設され市域全体に人々は点在居住した。一方ロードサイド、近隣都市に巨大スーパーが

出現し、その結果、人も商店も吸収され中心市街地は空洞化して、商店街、商店の空家化が拡がった。

そして中心市街地活性化法に基づく解消策がなされ、コンパクトシティ、スモールシティが提唱された

が一向に効果が上がらないで不成功に終わった。 

一方で高齢化社会を迎え、医療保険制度、介護保険制度維持に伴う膨大な財政負担となっている。それ

を解消するには高齢者が「健幸」になって、健幸長寿社会を構築し、高齢者にハッピーになってもらう

社会を創造する事である。 

それには歩いて暮らせる街、歩いて心身とも元気、健幸になってもらうことにつきると国は考え至って

編み出されたのがスモールウェルネスシティ構想で、各種交通手段により市域内をネットワーク化、市

域全体に点在する居住地区及び市のコア、サブコアを歩いて暮らせる事を中心にした街に再生する。併

せて景観整備もするといち早く取り入れた各地で一定の効果が上がってきたのである。 

（詳細、参考資料参照、ネットで「スマートウェルネスシティ構想」で検索してください） 

 
 

八百万の神集う 
千代に八千代に幸せ願う 

建築・まちづくりは『壇建築』で検索！！ 
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平成 27 年 7 月 6 日 

 

添付資料リスト 
 

資料 0 民営化によるレール&ミニバス街なか運行システムの調査及び 
広域連携で行う意義  資料 0－1 公共交通勉強会主旨 

 

資料 0－2 添付資料リスト  
資料 1 まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」「総合戦略」 省略

資料 2 高石市・泉佐野市・忠岡町・岸和田市の５歳年齢階級別人口の推移 省略

資料 3 レール&ミニバス街なかネットワーク 事業採算概略計算書(案)  
資料 4 レール&ミニバス街なかネットワーク 路線イメージ図  
資料 4－2 地域公共交通調査事業 調査・計画・実施(実証を含む)を行う  
資料 5 公共交通勉強会 第五回勉強会 議事録  
資料 6 公共交通勉強会 第六回勉強会 議事録  
資料 7 公共交通調査事業(計画策定事業)近畿運輸局問い合わせ  
資料 7－2 公共交通調査事業(計画策定事業)近畿地方整備局問い合わせ  
資料 8 新機軸実証運行条件  資料 8－1 今後の予定  
資料 9 公共交通勉強会の沿革  
資料 10 公共交通勉強会参加のお願い  
資料 10－2 公共交通勉強会趣意書  
資料 10－3 公共交通の都市効果 レール&ミニバス街なか運行システムが成

功すれば 新時代の駅・バスステーションに人が集まる!? 
 

資料 10－4 参加届書  
資料 11 「建築家の健幸へのすすめ」  
資料 12 スマートウェルネスシティとは？  
資料 13 市街地集約へかじを切る法制化  
資料 14 改正地域公共交通活性化再生法の概要  
資料 15 まち・交通法・・・都市再生特別措置法 省略

資料 15－2 スマートウェルネス住宅 省略

資料 16 人とまち、未来をつなぐネットワーク 省略

資料 17 地域の公共交通ネットワーク再構築に向けた支援 省略

資料 18 改正都市再生特別措置法等について  
資料 19 交通政策基本計画(案)について 省略

省略つき資料は下記 URL をご参照ください。 

資料 1 http://www.kantei.go.jp/jp/topics/2015/panf20150213.pdf 

資料 2 http://ecitizen.jp/Population/City/27225  (高石市) 

 http://ecitizen.jp/Population/City/27206 (泉大津市) 

 http://ecitizen.jp/Population/City/27341 (忠岡町) 

 http://ecitizen.jp/Population/City/27202 (岸和田市) 

資料 15 http://hokuriku.mof.go.jp/content/000091655.pdf (P.46) 

資料 15－2 http://hokuriku.mof.go.jp/content/000091655.pdf  (P.50) 

資料 16 http://www.mlit.go.jp/common/001061400.pdf 

資料 17 http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/ks/new%20page/ks-10270205setsumeikai02.pdf 

資料 19 http://www.mlit.go.jp/common/001069404.pdf 

 NPO 法人 紀泉地域２１総合整備協議会 

会長 北野 勝彦 
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